
新旧対照表【マーチャント⽤】 
 

新 旧 変更の理由 
第 1 条（定義） 
（略） 
(2) 「個別規定」 
当社サービスに関して、本規約とは別に本規約に付随する規
約および通知等をいい、当社が書⾯もしくはデータで提供す
る、または当社ウェブサイトもしくは当社サービス上で掲載
する当社サービスの利⽤マニュアル、利⽤料⾦⼀覧表、オプシ
ョン機能に関する規約およびオプション機能の料⾦表等を含
みますが、これに限らないものとします。なお、個別規定と本
規約を総称していう場合は「本規約等」といいます。 
（略） 
(5) 「倉庫事業者」 
マーチャント（当社サービスの利⽤申込み中のマーチャント
アカウント利⽤希望者を含む）が、在庫の保管、管理または配
送代⾏業務等を委託する、物流倉庫等を運営する法⼈、団体ま
たは個⼈事業主をいいます。 
（略） 
(9) 「登録情報」 
利⽤希望者が利⽤申込時に当社に提供する、利⽤希望者⾃⾝
の情報およびアカウント管理者の電⼦メールアドレスの情報
等当社所定の情報、マーチャントが当社サービス利⽤のため
に登録した情報、当社サービス利⽤中に当社が必要と判断し
てマーチャントに登録を求めた情報ならびにこれらの情報に
ついてマーチャント⾃⾝が追加、変更を⾏った場合の当該情
報をいいます。 

第 1 条（定義） 
（略） 
(2) 「個別規定」 
当社サービスに関して、本規約とは別に本規約に付随する規
約および通知等をいい、当社サービスの利⽤マニュアル、利⽤
料⾦⼀覧表、オプション機能に関する規約およびオプション
機能の料⾦表等を含みますが、これに限らないものとします。
なお、個別規定と本規約を総称していう場合は「本規約等」と
いいます。 
 
（略） 
(5) 「倉庫事業者」 
マーチャント（当社サービスの利⽤申込み中のマーチャント
アカウント利⽤希望者を含む）が、在庫の保管、管理または配
送代⾏業務等を委託する、物流倉庫等を運営する法⼈をいい
ます。 
（略） 
(9) 「登録情報」 
利⽤希望者が利⽤申込時に当社に提供する、利⽤希望者⾃⾝
の情報、アカウント管理者の電⼦メールアドレスの情報等当
社所定の情報、当社サービス利⽤中に当社が必要と判断して
マーチャントに登録を求めた情報およびこれらの情報につい
てマーチャント⾃⾝が追加、変更を⾏った場合の当該情報を
いいます。 
 

 
 
(2) 
個別規定の掲載⽅法について明記
いたしました。 
 
 
 
 
 
 
(5) 
対象者の拡⼤に対応するため追記
しました。 
 
 
 
(9) 
サービスの利⽤のために登録が必
須となる情報について本号に該当
するか、本条第 10 号の「送信情報」
に該当するかが明確でなかったた
め、本号に該当する旨を明確化い
たしました。 
 



（略） 
(17) 「当社ウェブサイト」 
「logiless.com」、「support.logiless.com」または「logiless.co.jp」
およびそのサブドメインで提供される、当社が運営するウェ
ブサイト（理由の如何を問わず、当社のウェブサイトのドメイ
ンまたは内容が変更された場合は、当該変更後のドメインを
含みます。）をいいます。 

（略） 
(17) 「当社ウェブサイト」 
「logiless.com」または「logiless.co.jp」およびそのサブドメイ
ンで提供される、当社が運営するウェブサイト（理由の如何を
問わず、当社のウェブサイトのドメインまたは内容が変更され
た場合は、当該変更後のドメインを含みます。）をいいます。 

 
(17) 
対象ドメインを追加いたしまし
た。 

第 2 条（総則・適⽤範囲） 
（略） 
２ 利⽤希望者は、第 3 条に定める利⽤申込みを⾏なった時

点で、本規約に同意し、かつ本規約をサービス利⽤契約の
内容とすることにも同意したものとみなされます。なお、
当該同意は、第 3 条に定めるトライアル利⽤の場合およ
び本利⽤の場合にもその効⼒が継承されるものとしま
す。 

（略） 

第 2 条（総則・適⽤範囲） 
（略） 
２ 利⽤希望者は、第 3 条に定める利⽤申込みを⾏なった時

点で、本規約に同意し、かつ本規約をサービス利⽤契約の
内容とすることにも同意したものとみなされます。なお、
当該同意は、第 3 条に定めるトライアル利⽤の場合およ
び第 4 条に定める本利⽤の場合にもその効⼒が継承され
るものとします。 

（略） 

誤記を修正いたしました。 

第 3 条（当社サービスの利⽤申込み） 
（略） 
６ マーチャントが本利⽤を希望する場合は、第 10 条に定め

る利⽤料⾦の額および利⽤料⾦の発⽣⽇等の当社サービ
スの利⽤条件を確認のうえ、第５項のトライアル利⽤期
間中に、当社所定の⼿続により当社に本利⽤の申し込み
を⾏う必要があります。当社で第４項各号の該当・⾮該当
を確認のうえ当該マーチャントの本利⽤を承認した場
合、当社は当該マーチャントに対して本利⽤申し込みの
際に当社とマーチャントとの間で合意した利⽤開始⽇
（以下、「本利⽤開始⽇」といいます。）に本利⽤のための
動作環境を提供します。 

第 3 条（当社サービスの利⽤申込み） 
（略） 
６ マーチャントが本利⽤を希望する場合は、第 9 条に定め

る利⽤料⾦の額および利⽤料⾦の発⽣⽇等の当社サービ
スの利⽤条件を確認のうえ、第５項のトライアル利⽤期
間中に、当社所定の⼿続により当社に本利⽤の申し込み
を⾏う必要があります。当社で第４項各号の該当・⾮該当
を確認のうえ当該マーチャントの本利⽤を承認した場
合、当社は当該マーチャントに対して本利⽤開始⽇に当
社サービスの本利⽤環境を提供します。 

 

「本利⽤開始⽇」の定義を記載い
たしました。 



第 10 条（料⾦および⽀払⽅法） 
（略） 
２ 第１項の利⽤料⾦のうち基本料⾦は本利⽤開始⽇から、

また、有償オプションサービスのうち⽉額固定のオプシ
ョン料⾦は当該有償オプションサービスを利⽤開始した
⽇から発⽣し、⽉の途中に利⽤開始の場合は、⽇割り計算
の⽅法（当該⽉の利⽤⽇数を当該⽉の歴⽇数で除しま
す。）によって算出された⾦額とします。 

 
（略） 
５ 利⽤料⾦の⽀払時期および⽀払⽅法は、別途サービス利

⽤契約または個別規定にて定め、当社ウェブサイトもし
くは当社サービス上に表⽰、またはマーチャントに送付
される請求書に記載の通りとします。 

６ 当社は、マネーフォワードケッサイ株式会社（以下、「MF
社」という。）が運営する決済サービス「マネーフォワー
ド 掛け払い」を利⽤しています。当該サービスでは、当
社が MF 社に利⽤料⾦に係る債権を⼀部譲渡し、MF 社
が請求書の発⾏、利⽤料⾦の回収および管理を⾏います。
マーチャントは、当社が本サービス利⽤料⾦に係る債権
をMF社に譲渡することに予め承諾するものとし、MF社
が発⾏する請求書に基づき利⽤料⾦を MF 社に⽀払うも
のとします。 

７ マーチャントは、当社が、MF社が前項のサービスを実施
するのに必要なマーチャントの情報を MF 社に提供する
ことにつき、予め同意するものとします。 

８ 第 6 項にかかわらず、MF社または当社の裁量により、以
下の⽅法により利⽤料⾦の請求等を⾏うことがありま
す。 

第 10 条（料⾦および⽀払⽅法） 
（略） 
２ 第１項の利⽤料⾦のうち基本料⾦はマーチャントが第３

条第６項の本利⽤申し込みの際に合意した⽇から、また、
有償オプションサービスのうち⽉額固定のオプション料
⾦は当該有償オプションサービスを利⽤開始した⽇から
発⽣し、⽉の途中に利⽤開始の場合は、⽇割り計算の⽅法
（当該⽉の利⽤⽇数を当該⽉の歴⽇数で除します。）によ
って算出された⾦額とします。 

（略） 
５ 利⽤料⾦の⽀払時期および⽀払⽅法は、別途サービス利

⽤契約または個別規定にて定め、当社ウェブサイトもし
くは当社サービス上に表⽰、または当社よりマーチャン
トに送付する請求書に記載します。 

（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新設） 
 
 
（新設） 

 
 
２ 上記第 3 条の修正に伴い、整
合させました。 
 
 
 
 
 
 
５乃⾄８ 当社サービスの料⾦の
お⽀払いについてマネーフォワー
ドケッサイ株式会社が回収委託ま
たは債権譲渡により実施する旨を
追記いたしました。なお、当該運
⽤については従前より変更は無
く、利⽤開始時にご案内していた
内容及びヘルプページ等で記載し
ている内容を規約上で明記した次
第です。 



(1) 当社が請求、回収および管理を⾏う 
(2) 請求をMF社に委託し、当社が回収および管理を⾏

う 
第 12 条（個⼈情報・送信情報の取扱い） 
１ 当社は、マーチャントの登録情報および送信情報に含ま

れる個⼈情報、その他マーチャントが当社に提供した個
⼈情報（以下、合わせて「提供個⼈情報」といいます。）
を、個⼈情報保護法（当社サービスに適⽤される諸外国の
個⼈情報保護法令を含む。以下同じ。）および当社の定め
るプライバシーポリシー（以下、「プライバシーポリシー」
といいます。）に従って適切に取り扱い、プライバシーポ
リシーで定められた⽬的の範囲でのみ使⽤することがで
き、マーチャントはこのプライバシーポリシーに従って
当社が提供個⼈情報を取り扱うことについて本項におい
て予め同意したものとみなします。 

２ マーチャントは、提供個⼈情報について、個⼈情報保護法
およびその他の個⼈情報の取扱いに関する法令に基づき
適法に⼊⼿していること、ならびに当該提供個⼈情報を
取扱う適切な権限を有していることを当社に対して表明
し保証するものとします。 

※以降第３項乃⾄第５項は項番号のみ修正 

第 12 条（個⼈情報・送信情報の取扱い） 
１ 当社は、マーチャントの登録情報および送信情報に含ま

れる個⼈情報、その他マーチャントが当社に提供した個
⼈情報（以下、合わせて「提供個⼈情報」といいます。）
を、個⼈情報保護法（当社サービスに適⽤される諸外国の
個⼈情報保護法令を含む。）および当社の定めるプライバ
シーポリシー（以下、「プライバシーポリシー」といいま
す。）に従って適切に取り扱い、プライバシーポリシーで
定められた⽬的の範囲でのみ使⽤することができ、マー
チャントはこのプライバシーポリシーに従って当社が提
供個⼈情報を取り扱うことについて本項において予め同
意したものとみなします。 

（新設） 

 
１ 下記第２項の新設に伴い、語
句を調整いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 法令に基づく個⼈情報の適切
な取り扱いのため、当社サービス
に⼊⼒される情報につきお客様が
適法な権限を有していることの担
保をさせていただくものです。 

第 13 条（秘密保持） 
（略） 
３ 前項にかかわらず、当社は、当社サービスの提供および運

⽤、当社サービス内容の改良、開発または向上のため、当
社の情報管理規定に適合したセキュリティ基準に基づい
て選定した⽣成 AI サービスに秘密情報を⼊⼒できるも
のとします。なお、当社は、当該 AIサービスから出⼒さ

第 13 条（秘密保持） 
（略） 
（新設） 

当社サービスのより迅速かつ適切
な提供・対応・改良のため、カスタ
マーサポート等の弊社における業
務において⽣成 AI サービスに秘
密情報を⼊⼒することがあり、本
項を追加いたしました。 



れた情報も秘密情報として扱います。 
※第４項は項番号のみ修正 
第 14 条（禁⽌⾏為） 
（略） 
(18) ⾃らに所有権が帰属しない物品（消化仕⼊れによりマ

ーチャントが受注した時点で所有権を有することとなる
物品は除く）について当社サービスを利⽤する⾏為（第三
者が特定商取引法に基づく表記の販売者である EC サイ
トもしくは店舗等の事業所を当社サービスに接続させる
ことを含みますが、この限りではありません。） 

（略） 
(20)  当 社 が カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト ポ リ シ ー

（ https://www.logiless.com/customer-harassment-
policy/）に基づき合理的にカスタマーハラスメントと判
断する⾏為 

※以降第 21 号及び第 22 号は号番号のみ修正 

第 14 条（禁⽌⾏為） 
（略） 
(18) ⾃らに所有権が帰属しない物品（消化仕⼊れによりマ

ーチャントが受注した時点で所有権を有することとなる
物品は除く）について当社サービスを利⽤する⾏為 

 
 
 
（略） 
（新設） 

 
 
(18) 記載内容の明確化のため、
具体例を追加いたしました。 
 
 
 
 
  
(20) お客様への公正・公平なサ
ービスのご提供及び当社サービス
の潤滑な運営のため、これらが阻
害されるようなケースを定めたカ
スタマーハラスメントポリシー違
反を、禁⽌⾏為の⼀つとして追記
いたしました。 

第 15 条（サービス利⽤停⽌またはアカウント削除） 
（略） 
４ マーチャントが第１項第１号、第２号、第５号、第７号、

第８号または第９号に該当する恐れがある場合、当社は
マーチャントのアカウント利⽤状況および登録情報を調
査・確認することができます。 

第 15 条（サービス利⽤停⽌またはアカウント削除） 
（略） 
（新設） 

当社サービス利⽤上の規約違反が
疑われる場合等に、弊社側でお客
様のアカウントを調査させていた
だく場合があることを明記いたし
ました。 

第 18条（マーチャントによる解約） 
１ マーチャントは、サービス利⽤契約の解約を希望する⽉

の前⽉の 25⽇までに、当社所定の解約フォームを通じて
解約の申請を⾏い、当社がこれを承諾した場合には、当社

第 18条（マーチャントによる解約） 
１ マーチャントは、当社サービスの解約を希望する⽉の前
⽉の最終営業⽇までに、当社所定の解約フォームを通じ
て解約の申請を⾏い、当社がこれを承諾した場合には、当

 
１ 弊社オペレーション上の過⼤
な負荷を避けて適切にサービスを
ご提供するため、解約申請締切⽇



サービスを解約することができます。この場合、当該マー
チャントは、解約希望⽉の末⽇の経過をもってサービス
利⽤契約を解約することとなり、サービス利⽤契約解約
の時点から当社サービスを利⽤することができなくなり
ます。なお、当社はマーチャントからの解約の申請を受け
た場合、次項に定める最低利⽤期間条件またはその他当
社とマーチャントとの間の個別の条件の合意など合理的
理由の無い限り当該解約申請を承諾します。 

 
２ 当社サービスの最低利⽤期間は、本利⽤開始⽇から、本利

⽤開始⽇の属する⽉の３ヶ⽉後の⽉の末⽇までとし、第
１項の定めにかかわらず、マーチャントは当該最低利⽤
期間中は当社サービスを解約することはできず、マーチ
ャント⾃⾝が当該最低利⽤期間中⼀切当社サービスを利
⽤しなかったとしても当該期間中の利⽤料⾦は当社に対
して⽀払うこととします。なお、最低利⽤期間中に、最低
利⽤期間が終了する⽉を解約希望⽉とする解約の申請を
⾏うことを妨げるものではありません。 

（削除） 
 
 
 
３ マーチャントがサービス利⽤契約を解約した場合、当社

は、当社の裁量により、当該マーチャントのアカウント、
登録情報、送信情報または当社収集情報を削除すること
ができます。 

４ マーチャントは、サービス利⽤契約を解約後、再度当社サ
ービスの利⽤を希望する際は、再度本規約に基づき利⽤
申込みを⾏う必要があります。なお、マーチャントは、当

社サービスを解約することができます。この場合、当該マ
ーチャントは、解約希望⽉の末⽇の経過をもって当社サ
ービスを解約することとなり、当社サービス解約の時点
から当社サービスを利⽤することができなくなります。
なお、当社はマーチャントからの解約の申請を受けた場
合、次項に定める最低利⽤期間条件またはその他当社と
マーチャントとの間の個別の条件の合意など合理的理由
の無い限り当該解約申請を承諾します。 

 
２ 第１項の定めにかかわらず、マーチャントは、当社サービ

スの本利⽤を開始した⽇から当該⽇の３ヶ⽉後の⽇が属
する⽉の末⽇が経過するまでは、第１項の解約の申請を
⾏うことはできません。 

 
 
 
 
 
３ マーチャントは、当社サービス解約後も、当社およびその
他の第三者に対するサービス利⽤契約に関する⼀切の義
務および債務 （損害賠償を含みますが、これに限りませ
ん。）を免れるものではありません。 

４ マーチャントが当社サービスを解約した場合、当社は、当
社の裁量により、当該マーチャントのアカウント、登録情
報、送信情報または当社収集情報を削除することができ
ます。 

５ マーチャントは、当社サービスを解約後、再度当社サービ
スの利⽤を希望する際は、再度本規約に基づき利⽤申込
みを⾏う必要があります。なお、マーチャントは、当社サ

について前⽉最終営業⽇から前⽉
25⽇に変更いたします。また、適
切な⽤語に修正いたしました。 
 
 
 
 
 
 
２ 内容について誤解が⽣じない
よう表現を修正いたしました。最
低利⽤期間や解約可能時期の運⽤
を変更をするものではございませ
ん。 
 
 
 
 
旧第 3 項につきましては、残存条
項を第 28条で定めており、重複を
避けるため削除いたしました。 
 
３ 上記第 1 項同様に適切な⽤語
に修正いたしました。 
 
 
４ 上記第 1 項同様に適切な⽤語
に修正いたしました。 



社サービスを再度利⽤開始したとしても、解約前のデー
タが引き継がれないことを予め承諾するものとします。 

ービスを再度利⽤開始したとしても、解約前のデータが
引き継がれないことを予め承諾するものとします。 

第 22 条（免責） 
（略） 
１(8) マーチャントの判断により⾏った当社サービスの利

⽤⾏為（当該⾏為がサービス利⽤契約に適合するものか
違反するものかは問わない。）の結果⽣じた損害 

※以降第９号乃⾄第 11 号について号番号のみ修正 
（略） 
 
 
３ 第１項または第２項に該当しない場合で、当社の責に帰

すべき事由によりマーチャントに損害が⽣じた際の当社
の賠償責任の範囲は、現実に発⽣した直接かつ通常の損
害に限られるものとし、かつ、損害の事由が⽣じた時点
から遡って過去３ヶ⽉間にマーチャントから当社が現実
に受領した当社サービスの対価の総額を上限とします。 

 
４ 第３項の損害賠償額の上限は、マーチャントに⽣じた損
害が当社の故意または重過失に基づくものである場合に
は適⽤しません。 

第 22 条（免責） 
（略） 
（新設） 
 
 
 
（略） 
 
 
３ 第１項および第２項に定める免責の場合を除き、当社の
責に帰すべき事由によりマーチャントに損害が⽣じた際
の当社の賠償責任の範囲は、現実に発⽣した直接かつ通
常の損害に限られるものとし、かつ、損害の事由が⽣じた
時点から遡って過去３ヶ⽉間にマーチャントから当社が
現実に受領した当社サービスの対価の総額を上限としま
す。 

４ 第３項は、マーチャントに⽣じた損害が当社の故意また
は重過失に基づくものである場合には適⽤しません。 

 
 
１(8) 当社サービスの⽋陥等、弊
社の責に帰すべき理由が無い状態
でのお客様による当社サービスの
操作等に関して⽣じた損害につい
ては責任を負いかねます旨、改め
て明記させていたしました。 
 
３ 正確な表現にするため適切な
⽤語に修正いたしました。第 1項・
第 2 項に定める場合に限り弊社が
免責されること、及び、それ以外
の事案での弊社の損害賠償責任の
内容に変更はございません。 
 
４ 旧条⽂では弊社の故意・重過
失によりお客様に損害が⽣じた場
合に弊社の損害賠償責任を定めた
第３項⾃体が不適⽤になるように
読めてしまうため、損害賠償額の
上限が適⽤されなくなる旨を明確
にすべく適切な⽤語に修正いたし
ました。 

第 23 条（連絡・通知） 
（略） 

第 23 条（連絡・通知） 
（略） 

全ての情報を各号全ての⼿段を⽤
いてご提供するものとの解釈を避



２ 当社は、マーチャントに対して、当社および当社サービス
に関する情報を、次の各号の⽅法のうち当社が適当と判
断して選択した⽅法によって提供いたします。 

（略） 

２ 当社は、マーチャントに対して、当社および当社サービス
に関する情報を、次の各号の⽅法によって提供いたしま
す。 

（略） 

けるため、記載内容を修正いたし
ました。 

 
以上 


